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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成21年６月29日に提出した第67期（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一部に訂

正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

４　事業等のリスク

７　財政状態及び経営成績の分析

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

４【事業等のリスク】

　　（訂正前）

(5）民事再生手続き

　当社は、現在民事再生手続き中であり、平成21年５月に大阪地方裁判所に提出した再生計画案について、平成21年７月下

旬に再生債権者に賛否を問う予定である。再生計画案が再生債権者に承認されない場合には、当社は破産手続きに移行す

る可能性がある。

 

　　（訂正後）

(5）提出会社が将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況その他提出会

社の経営に重要な影響を及ぼす事象が存在する場合

　当社は、現在民事再生手続き中であり、平成21年５月に大阪地方裁判所に提出した再生計画案について、平成21年７月下

旬に再生債権者に賛否を問う予定である。再生計画案が再生債権者に承認されない場合には、当社は破産手続きに移行す

る可能性がある。

　これにより、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在してい

る。
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７【財政状態及び経営成績の分析】

　　（訂正前）

(5）記載なし

 

　　（訂正後）

(5）当社には、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在している

が、これは、現在、民事再生手続き中であり、平成21年５月に大阪地方裁判所に提出した再生計画案について、平成21年７月

下旬に再生債権者に賛否を問う予定である。再生計画案が再生債権者に承認されない場合には、当社は破産手続きに移行

する可能性があるためである。

　当社は、当該状況を解消すべく、又は改善する為の対応策については、

①　再生計画認可決定後３ヶ月以内に、再生債権の５％弁済（但し、30万円以下の債権者に対しては全額、30万円～600万

円以下の債権者に対しては30万円の一括弁済）する。

②　再生計画認可決定後、当社の全株式の無償取得及び消却の実施の上、㈱ドーガン・インベストメンツが出資及び運営

・管理する投資事業有限責任組合に第三者割当増資する。

③　㈱北國銀行から継続的に融資による支援を受ける。

④　㈱ドーガン・インベストメンツの支援を受けると共に㈱野村総合研究所のコンサルティング業務にて経営改善を受

ける。

⑤　大規模な人員削減を行い、固定費の削減をはかる。

などの対応策を検討しております。
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